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八
千
代
の
デ
ビ
ュ
ー

薩
花
作
『
灰
櫨
」
脚
色
の
新
し
さ

岡
田
（
小
山
内
）
八
千
代
(
-
八
八
三
‘
―
二
、
三
ー
一
九
六
二
、
二
、

1
 

0
)
は
、
明
治
期
の
二
人
し
か
い
な
い
女
性
劇
評
家
の
一
人
で
あ

さ
ん
え
い

る
（
筆
名
芹
影
）
。
も
う
一
人
は
森
真
如
。
八
干
代
は
小
山
内
薫
の
妹

で
「
若
き
日
の
小
山
内
薫
』
（
古
今
書
院
一
九
三
0
年
七
月
）
の
著
者

と
し
て
現
在
で
は
知
ら
れ
て
い
る
。
劇
評
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
兄
の
縁
で
森
鴎
外
一
家
を
知
り
、
鴎
外
の
母
に
可
愛
が
ら
れ
、

利
発
さ
を
見
抜
い
た
三
木
竹
二
（
鴎
外
の
弟
で
真
如
の
夫
）
に
す
す
め

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
竹
二
が
出
し
て
い
た
『
歌
舞
伎
」
に
一
九
〇

三
（
明
36)
年
五
月
か
ら
旧
派
（
か
ぶ
き
）
や
新
派
（
新
演
劇
）
の
批

評
を
書
い
た
の
が
最
初
だ
。
小
品
の
小
説
は
一
九

0
0年
頃
か
ら
書

き
始
め
て
い
る
か
ら
兄
よ
り
も
早
く
「
世
に
出
た
」
と
い
っ
て
い
い
。

後
年
、
八
千
代
が
出
し
た
『
絵
の
具
箱
』
（
籾
山
書
店
一
九
―
二
年

―
二
月
）
の
序
で
「
小
説
家
と
し
て
は
妹
は
私
よ
り
先
輩
で
あ
る
。

岡
田
八
千
代
の
研
究

妹
が
初
め
て
小
説
を
書
い
た
時
私
は
ま
だ
『
読
ん
で
』
ゐ
た
」
（
一

頁
）
と
薫
は
記
し
た
が
、
八
千
代
が
劇
評
を
書
き
始
め
た
頃
、
薫
は

ま
だ
東
京
帝
国
大
学
の
学
生
で
夏
目
金
之
助
（
漱
石
）
の
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ア
や
英
文
学
史
の
講
義
を
受
け
て
い
た
し
、
〈
な
で
し
こ
〉
名

で
劇
評
を
書
き
出
す
の
も
翌
年
、
い
わ
ん
や
同
人
誌
『
七
人
」
の
創

刊
も
ま
だ
、
真
砂
座
の
伊
井
蓉
峰
と
も
知
り
合
っ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
劇
評
家
と
し
て
も
「
先
輩
」
で
、
兄
の
〈
七
光
り
〉
で
劇
界

(
J
)
 

に
登
場
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

(
2
)
 

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
八
干
代
は
こ
の
年
か
ら
既
に
毎
月

劇
評
を
書
き
、
短
編
小
説
や
随
筆
も
書
い
て
い
く
。
樋
ロ
一
葉
の
再

来
と
い
わ
れ
た
り
も
し
た
ら
し
い
。
花
圃
や
一
葉
、
稲
舟
、
薄
氷
の

あ
と
、
女
性
の
作
家
は
山
川
登
美
子
や
与
謝
野
晶
子
な
ど
の
歌
人
が

続
く
か
ら
、
劇
評
や
小
説
を
書
く
八
千
代
の
登
場
は
新
鮮
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
稲
垣
達
郎
は
八
千
代
の
デ
ビ
ュ
ー
当
時
を
次
の
よ

う
に
書
く
。

井

上

理

恵
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一
九
〇
六
年
（
明
治
3
9
)
九
月
の
「
文
章
世
界
」
（
一
ノ
七
）
に
、

『
明
治
闇
秀
作
家
物
語
」
と
題
す
る
無
署
名
の
文
章
が
載
っ
て

い
る
。
樋
ロ
一
葉
、
若
松
賤
子
、
北
田
薄
氷
、
の
三
故
人
に
、

三
宅
花
圃
、
小
金
井
喜
美
子
、
大
塚
楠
緒
子
、
与
謝
野
晶
子
、

そ
れ
に
小
山
内
八
干
代
の
現
代
作
家
五
人
を
加
え
て
、
要
領
の

い
い
紹
介
を
し
て
い
る
。
こ
の
人
選
は
、
お
の
ず
か
ら
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
一
角
か
ら
の
評
価
と
な
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ

て
、
小
山
内
八
千
代
の
女
流
作
家
と
し
て
の
一
応
の
地
位
を
語

る
わ
け
で
あ
る
。
八
千
代
は
、
ま
さ
し
く
、
こ
こ
に
あ
げ
ら
れ

た
一
葉
以
下
晶
子
に
い
た
る
代
表
作
家
を
先
輩
と
し
、
佐
藤
露

英
（
俊
子
、
田
村
と
し
子
）
、
長
谷
川
時
雨
の
二
作
家
と
あ
い
前

-
J
-

後
し
て
拍
頭
し
て
き
た
。
(
―
二
六
頁
）

八
千
代
は
、
デ
ビ
ュ
ー
後
三
年
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
通
用
す
る

「
女
流
」
作
家
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
年
の

12
月
に
森
鴫
外

の
母
の
世
話
で
東
京
美
術
学
校
教
授
で
一
回
り
以
上
も
年
上
の
岡
田

三
郎
助
と
結
婚
す
る
。
こ
の
結
婚
が
八
千
代
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に

作
用
し
た
か
は
、
い
ず
れ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
別
の
機
会

に
し
た
い
ー
お
そ
ら
く
そ
れ
は
八
干
代
の
私
小
説
を
検
討
す
る
と

き
に
な
る
だ
ろ
う
。

(
4
)
 

八
千
代
は
結
婚
後
し
ば
ら
く
た
っ
て
岡
田
姓
を
使
う
よ
う
に
な

る
が
、
デ
ビ
ュ
ー
当
時
か
ら
分
野
に
よ
っ
て
名
前
を
使
い
分
け
て
い

て
、
劇
評
や
戯
曲
に
は
「
芹
影
」
を
、
小
説
や
評
論
・
随
筆
な
ど
に

は
小
山
内
八
千
代
を
用
い
て
い
た
。
結
婚
後
は
伊
達
坂
に
住
ん
で
い

た
こ
と
か
ら
「
伊
達
虫
子
」
と
い
う
筆
名
も
加
わ
る
。

八
千
代
の
小
説
に
つ
い
て
は
こ
れ
も
別
稿
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い

が
、
特
長
は
会
話
の
部
分
が
多
く
、
し
か
も
そ
の
会
話
が
飛
び
ぬ
け

て
上
手
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
劇
場
に
通
っ
た
回
数
の

多
さ
や
、
母
を
訪
れ
る
友
人
た
ち
の
江
戸
の
名
残
を
感
じ
さ
せ
る
会

話
と
山
の
手
の
奥
様
た
ち
の
会
話
と
を
幼
い
頃
か
ら
そ
の
耳
に
響
か

せ
て
い
た
か
ら
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
特
に
「
新
小
説
』
(
-
九
0
四
年

十
一
月
）
に
書
い
た
小
説
「
棲
紅
」
（
る
こ
う
）
は
前
編
会
話
で
書
か

れ
て
い
る
。
稲
垣
達
郎
は
、
「
師
の
娘
で
友
人
の
恋
人
だ
っ
た
人
と

出
奔
し
た
絵
か
き
が
、
世
の
嘲
と
貧
困
の
う
ち
に
玩
具
売
り
を
し
な

が
ら
絵
に
精
進
す
る
。
た
ま
た
ま
、
今
は
新
聞
記
者
を
し
て
い
る
そ

の
友
人
に
、
五
年
ぶ
り
に
め
ぐ
り
あ
っ
て
、
な
つ
か
し
み
の
裏
に
こ

も
っ
た
画
業
の
う
え
の
侮
蔑
の
こ
と
ば
を
受
け
る
が
、
無
名
氏
出
品

と
し
て
展
覧
会
の
賞
を
得
、
そ
の
新
聞
で
も
激
賞
し
た
作
品
は
、
じ

つ
は
彼
の
制
作
で
あ
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
。
こ
ん
な
風
で
復
讐
す
る

反
抗
の
為
方
を
、
全
編
会
話
を
も
っ
て
か
い
て
い
る
。
構
想
上
の
背

負
い
投
げ
の
ぐ
あ
い
が
古
風
で
あ
る
が
、
め
ぐ
り
あ
い
の
な
つ
か
し

み
を
、
互
い
の
意
地
に
移
し
て
、
お
し
ま
い
の
危
機
ま
で
も
っ
て
ゆ

く
さ
ば
き
よ
う
は
凡
手
で
は
な
い
。
（
略
）
『
績
紅
』
は
、
そ
の
点
、

い
か
に
も
小
説
ら
し
い
作
品
（
略
）
（
そ
れ
以
前
の
作
の
•
•
•
井
上
）
多
く 69 



は
『
枕
草
子
』
系
の
単
純
な
美
文
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
一
九

0
四
年
（
明
治
37)

は
、
大
体
に
お
い
て
、
美
文
家
か
ら

小
説
家
へ
発
展
し
た
大
切
な
時
期
で
あ
っ
た
ろ
う
」
（
前
掲
書
―
二
七

ー
八
頁
）
と
評
価
し
て
い
る
。
会
話
体
で
小
説
を
書
く
と
い
う
の
は
、

戯
曲
を
書
く
準
備
を
し
て
い
る
と
思
い
た
く
な
る
が
、
八
千
代
の
劇

評
も
デ
ス
・
マ
ス
調
の
口
語
体
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
、
男
性
の

硬
質
な
〈
で
あ
る
〉
調
を
意
識
し
た
、
新
し
い
時
代
の
期
待
さ
れ
る

女
性
劇
評
家
像
を
「
演
じ
る
」
表
記
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
男
性
社
会
に
女
性
が
入
り

込
む
時
、
必
要
以
上
に
女
を
棄
て
て
男
に
な
る
、
男
の
文
体
を
装
う

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
八
千
代
は
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
も
い
ず
れ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
、
劇
作
と

い
う
こ
と
に
絞
っ
て
考
え
る
と
こ
の
方
法
は
結
果
的
に
小
説
の
脚
色

台
本
や
戯
曲
を
書
く
た
め
の
〈
準
備
す
る
時
間
〉
に
な
っ
た
の
で
は

(
5
)
 

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
時
は
す
ぐ
に
訪
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

初
め
て
の
戯
曲
を
「
明
星
』
（
「
蓬
生
」
一
九
0
五
年
六
月
）
に
発
表

し
、
翌
年
一
月
、
「
築
島
」
（
「
明
星
」
一
号
）
、
そ
し
て
本
稿
で
取
り

上
げ
る
薩
花
の
「
灰
儘
」
脚
色
へ
と
進
む
。

八
千
代
は
そ
の
風
貌
や
幼
・
少
女
期
の
江
戸
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
生

活
環
境
か
ら
推
測
さ
れ
る
も
の
と
は
異
な
り
、
か
な
り
近
代
的
で
合

理
的
な
哲
学
を
持
っ
た
作
家
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

徳
富
蘊
花
作
「
灰
儘
」
と
西
南
戦
争

「
不
如
帰
」
(
-
八
九
八
ー
一
八
九
九
年
国
民
新
聞
連
載
）
で
突
然
ベ

{
6
)
 

ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
に
な
っ
た
徳
富
蓋
花
(
-
八
六
八
‘
1
0
、
二
五
、

新
暦
―
二
、
八
＼
一
九
二
七
、
九
、
一
八
）
の
「
灰
儘
」
は
、
一
九
〇

0
年
三
月
三
日
か
ら
一
三
日
ま
で
（
五
日
を
除
く
）
九
回
、
国
民
新

聞
に
連
載
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
じ
年
の
八
月
に

I

自
然
と
人
生
』

（
民
友
社
発
行
）
の
冒
頭
小
説
と
し
て
収
録
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き

（
上
）
二
、
（
中
）
四
、
（
下
）
三
の
全
九
話
で
あ
っ
た
も
の
が
、
（
上
）

二
、
（
中
）
五
、
（
下
）
四
の
全
十
一
話
に
分
か
れ
た
。
（
中
）
の
四
を

二
つ
に
し
、
（
下
）
の
一
を
二
つ
に
分
け
、
文
末
に
若
干
手
を
い
れ

て
い
る
が
、
物
語
に
は
影
雹
し
な
い
。
そ
し
て
「
灰
儘
」
本
文
の
前

(
7
)
 

に
聖
書
の
一
文
が
置
か
れ
た
。
こ
の
前
文
は
以
後
、
小
説
の
主
題

を
規
制
す
る
こ
と
に
な
る
。
が
、

I

自
然
と
人
生
』
の
初
版
は
、
管

見
の
か
ぎ
り
二
種
存
在
す
る
よ
う
だ
。
―
つ
は
、
「
発
行
者
渡
辺

為
蔵
、
印
刷
所
秀
英
社
、
印
刷
者
青
木
弘
」
の
も
の
で
、
現
在

初
版
と
し
て
復
刻
版
な
ど
の
元
に
な
っ
て
い
る
版
。
表
紙
を
開
け
る

と
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩
、
次
に
広
告
が
入
り
、
薩
花
の
「
昔
賢
猶
自

ら
謙
し
て
＼
云
々
＼
」
の
文
章
が
来
て
、
目
次
、
小
説
「
灰
儘
」
の

タ
イ
ト
ル
、
裏
面
に
聖
書
（
マ
タ
イ
伝
）
の
一
節
、
そ
し
て
「
灰
儘
」

本
文
と
な
る
。
も
う
―
つ
は
、
発
行
者
は
同
じ
、
印
刷
所
が
民
友
杜
、

印
刷
者
は
斎
藤
剛
の
も
の
。
こ
れ
に
は
聖
書
の
前
文
も
薩
花
の
一
文

70 



も
な
い
。
が
、
残
念
な
が
ら
わ
た
く
し
が
確
認
し
た
の
は
「
明
治
三

十
三
年
八
月
十
五

H
印
刷
」
「
明
治
一
二
十
三
年
八
月
十
八
日
発
行
」

「
明
治
三
十
七
年
九
月
十
二
日
十
四
版
印
刷
発
行
」
と
あ
る

14
版
で
、

初
版
で
は
な
い
。
前
文
な
し
の
版
が
も
う
―
つ
あ
り
、
「
大
正
十
二

年
十
月
二
十
五
日
改
版
印
刷
」
「
昭
和
三
年
四
月
一
日
三
百
七
十
三

版
」
が
そ
れ
で
、
こ
れ
は
「
著
作
者
徳
富
健
次
郎
、
発
行
兼
印
刷
者

渡
辺
為
蔵
、
印
副
所
民
友
社
、
発
行
所
民
友
社
」
と
な
っ
て
い
る

で
o)

（
全
て
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
）
。
現
在
手
に
入
る
岩
波
文
庫
版
(
-
九

三
三
年
五
月
第
一
刷
、
二
0
0
二
年
四
月
第
八
二
刷
）
に
は
、
前
文
の
ほ

か
に
さ
ら
に
多
く
が
付
け
加
え
ら
れ
て
物
語
が
で
き
そ
う
だ
。
こ
れ

ら
は
小
説
を
め
ぐ
る
出
版
状
況
の
問
題
と
い
う
こ
と
で
検
討
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
本
稿
の
目
的
か
ら
外
れ
る
の

で
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
め
る
。
本
稿
で
は
聖
書
の
前
文
は
考
慮
に

入
れ
な
い
。
初
出
時
の
状
態
で
検
討
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

「
灰
儘
」
は
西
南
戦
争
を
背
景
に
し
た
親
兄
弟
の
確
執
の
物
語
で

あ
る
。
簡
単
に
筋
に
ふ
れ
る
と
、
自
由
民
権
の
説
に
酔
い
、
師
友
と

あ
お
ぐ
増
田
を
大
将
に
血
気
の
若
者
と
南
州
の
軍
に
馳
せ
参
じ
た
上

田
の
三
男
茂
は
、
戦
い
に
敗
れ
た
薩
摩
軍
と
可
愛
が
嶽
へ
向
う
途
中

に
谷
へ
落
ち
、
意
識
を
失
う
。
故
郷
の
母
の
夢
を
見
て
、
気
づ
い
た

茂
は
軍
に
見
捨
て
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
、
故
郷
へ
帰
る
。
一
方
、
上

田
の
家
で
は
、
跡
目
を
と
ら
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
茂
は
西
郷
軍
と

共
に
死
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
。
茂
と
幼
馴
染
で
恋
心
を
抱
い
て
い
る

親
類
筋
の
娘
、
お
菊
は
茂
が
死
ん
だ
こ
と
を
信
じ
な
い
。
上
田
で
は

長
男
が
「
独
活
の
大
木
」
の
た
め
、
次
男
猛
が
跡
目
相
続
を
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
披
露
の
準
備
を
し
て
い
る
。
猛
は
お
菊
を
嫁
に
欲

し
い
と
考
え
て
、
百
姓
の
甚
平
に
園
部
の
家
に
話
に
行
か
せ
て
い
る

が
お
菊
は
い
い
返
事
を
し
な
い
。
猛
は
字
の
如
く
気
性
が
荒
く
、

「
怜
悧
」
で
親
か
ら
も
村
人
か
ら
も
好
ま
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
へ
茂
が
こ
っ
そ
り
と
戻
る
。
上
田
の
家
の
家
族
会
議
。
こ
こ

で
問
題
に
な
る
の
は
西
郷
軍
が
逆
賊
で
あ
る
こ
と
だ
。
猛
は
、
茂
は

死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
上
田
の
家
に
傷
が
つ
く
か
ら
、
と
主
張

す
る
。
両
親
は
泣
く
泣
く
猛
の
言
う
こ
と
を
聞
く
。
茂
は
死
ん
で
く

れ
と
い
う
父
や
母
の
言
葉
に
絶
望
し
て
、
腹
を
切
る
。

猛
は
父
を
連
れ
て
温
泉
に
療
治
に
行
き
、
残
っ
た
母
は
心
の
セ
メ

を
受
け
て
茂
の
姿
を
あ
ち
こ
ち
に
見
、
狂
う
。
母
と
雇
い
人
だ
け
の

屋
敷
で
狂
っ
た
母
は
行
灯
を
倒
し
、
お
り
か
ら
の
大
風
が
火
を
呼
び

大
火
事
に
な
る
。
猛
が
屋
敷
に
戻
っ
た
時
に
は
手
が
付
け
ら
れ
な
く

な
っ
て
い
た
。
村
人
は
誰
も
火
を
消
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。
藩
主
も

一
目
お
く
ほ
ど
の
素
封
家
で
あ
っ
た
上
田
、
そ
の
象
徴
の
庭
の
大
楠

も
燃
え
、
灰
儘
と
な
っ
た
屋
敷
の
上
に
倒
れ
る
。

知
ら
せ
を
聞
い
た
父
は
卒
中
で
倒
れ
て
死
ぬ
。
猛
は
村
に
居
ら
れ

な
く
な
り
、
残
っ
た
田
畑
を
売
っ
て
東
京
に
出
奔
、
狂
っ
た
母
と
長

男
の
覚
は
親
類
に
引
き
と
ら
れ
る
。
園
部
の
お
菊
は
茂
の
墓
の
前
で
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自
害
、
園
部
の
母
は
茂
と
お
菊
を
合
葬
、
村
の
者
は
こ
れ
を
比
楓
塚

と
呼
ぶ
。

周
知
の
よ
う
に
西
南
戦
争
は
西
郷
隆
盛
を
擁
立
し
た
反
政
府
派
旧

士
族
た
ち
の
最
後
の
戦
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
〈
い
く
さ
〉
を
す
る

し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
徳
川
や
諸
藩
の
軍
隊
で
あ
っ
た
士
族
が
、
国

民
皆
兵
の
徴
兵
令
で
そ
の
職
を
奪
わ
れ
た
。
し
か
も
「
民
・
百
姓
」

に
奪
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
新
政
府
に
登
用
さ
れ
な
い
士
族
が

何
百
と
い
て
、
そ
の
内
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
が
反
乱
を
起
こ
す
の
は

必
然
で
あ
っ
た
ろ
う
。
新
政
府
は
そ
う
し
た
言
っ
て
み
れ
ば
「
腐
れ

縁
」
を
切
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
近
代
化
が
推
し
進
め
ら
れ
な
か
っ
た

の
だ
。
西
南
戦
争
は
一
八
七
七
年
一
一
月
に
は
じ
ま
り
、
可
愛
が
嶽
か

ら
城
山
へ
逃
げ
て
九
月
二
四
日
に
西
郷
が
自
刃
し
て
終
わ
っ
た
。

「
民
・
百
姓
」
出
身
の
兵
士
で
か
た
め
た
こ
の
戦
い
の
勝
利
は
、
政

府
に
と
っ
て
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
。
忌
憚
無
く
近
代
化
へ
の
歩

み
を
進
め
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
だ
。
維
新
以
来
、
十
年
か
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
維
新
の
英
雄
西
郷
隆
盛
は
、
天
皇
に
刃
を

向
け
た
朝
敵
、
逆
賊
に
な
っ
た
。
そ
の
西
郷
の
西
南
戦
争
を
蓋
花
は

な
に
ゆ
え
二

0
年
以
上
も
立
っ
て
か
ら
物
語
の
バ
ッ
ク
に
取
り
入
れ

た
の
か
、
戦
争
な
ら
日
清
戦
争
と
い
う
外
国
相
手
の
戦
い
で
既
に
勝

利
し
て
い
る
か
ら
単
な
る
戦
争
が
必
要
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

こ
こ
に
は
極
め
て
興
味
深
い
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
八
八
九
（
明
治
22)
年
に
大
日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
時
、

逆
賊
で
あ
っ
た
西
郷
を
天
皇
は
許
し
、
正
三
位
を
贈
っ
た
。
こ
の
名

誉
挽
回
は
考
え
よ
う
で
は
急
激
な
近
代
化
に
不
満
の
民
衆
を
な
だ
め

る
た
め
に
、
風
貌
•
こ
こ
ろ
ざ
し
の
両
面
か
ら
巷
間
に
潜
伏
し
て
い

た
西
郷
人
気
を
利
用
し
た
と
も
い
え
る
。
こ
の
結
果
、
人
気
は
誰
は

ば
か
る
こ
と
な
く
表
面
化
さ
れ
、
一
八
九
八
年
に
上
野
に
銅
像
が
建

つ
（
高
村
光
雲
作
）
。
し
か
も
子
息
寅
太
郎
は
一
九

0
二
年
に
は
侯
爵

に
な
っ
た
。
つ
ま
り
蔵
花
が
「
灰
儘
」
を
書
い
た
と
き
に
は
西
郷
の

汚
名
は
完
全
に
払
拭
さ
れ
て
い
た
。
他
方
、
蘊
花
の
個
人
的
な
状
況

を
見
る
と
兄
の
蘇
峰
が
松
方
・
大
隈
連
立
内
閣
の
内
務
省
勅
任
参
事

官
(
-
八
九
七
年
）
に
な
っ
て
体
制
を
支
持
す
る
側
に
立
ち
、
蘊
花

は
「
国
民
新
聞
」
を
去
ろ
う
と
し
て
い
て
(
-
九
0
1
―
一
年
五
月
）
、
そ

の
関
係
は
悪
化
し
て
い
た
。

（り）

「
灰
儘
」
に
、
「
典
型
的
な
兄
弟
の
お
家
騒
動
」
を
見
る
論
者
も
い

る
が
、
私
は
そ
の
よ
う
に
は
み
な
い
。
た
し
か
に
こ
の
中
で
兄
猛
と

弟
茂
の
関
係
の
悪
さ
は
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
薩
花
の

個
人
的
な
兄
と
の
関
係
も
反
映
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る

い
は
「
前
文
」
の
聖
書
の
一
文
か
ら
、
主
題
を
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と

関
連
づ
け
て
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
わ
た
く
し
は
、
こ
の

作
品
に
「
家
」
を
巡
る
論
理
と
親
子
兄
弟
の
愛
情
と
の
対
立
、
「
家
」

の
論
理
優
先
へ
の
批
判
を
読
み
と
る
。
さ
ら
に
は
西
郷
の
西
南
戦
争

を
「
民
」
の
視
点
で
捉
え
た
蓋
花
を
み
る
。
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（
上
）
の
一
、
物
語
の
冒
頭
、
「
勝
て
ば
官
軍
負
け
て
は
賊
の
名
を

負
は
さ
れ
て
、
」
（
八
月
一
七
日
）
と
あ
る
ご
と
く
西
郷
軍
は
賊
に
な

っ
た
。
豊
前
の
国
中
津
の
山
村
の
民
が
西
南
戦
争
と
上
田
の
家
を
ど

の
よ
う
に
話
し
て
い
る
か
引
い
て
み
よ
う
。

「
彼
の
疫
病
神
（
西
郷
…
…
井
上
）
の
御
蔭
ぢ
や
如
何
程
皆
困
つ

た
か
知
れ
ね
へ
。
此
中
津
近
在
で
も
泣
の
涙
で
居
る
家
が
四
五
十
軒

は
あ
る
ね
、
さ
し
寄
り
が
そ
れ
御
屋
敷
の
ー
」
、
「
茂
旦
那
も
最
早

愈
々
駄
目
か
ね
」
、
「
猛
旦
那
に
や
西
郷
様
は
福
神
様
さ
ね
」
、
「
西
郷

さ
ん
が
在
な
け
り
や
戦
争
が
な
し
、
戦
争
が
な
け
り
や
茂
さ
ん
が
在

る
し
と
、
茂
さ
ん
が
在
り
や
、
ね
、
其
ら
、
何
だ
か
ら
。
最
早
此
れ

か
ら
猛
旦
那
の
天
下
だ
ね
。
邪
魔
者
ア
亡
く
な
る
、
兄
貴
は
馬
鹿
、

彼
大
身
代
は
一
人
の
有
で
、
加
之
そ
れ
に
彼
美
し
い
嬢
さ
ん
ま
で
占

領
ち
し
ま
ふ
た
、
こ
ら
、
何
ち
う
果
報
者
ぢ
や
ろ
ね
」
[
(
中
）
の
二
]

西
南
戦
争
は
「
九
州
南
部
全
域
に
わ
た
」
る
戦
い
で
「
反
乱
の
兵

士
は
、
多
く
の
民
衆
を
巻
き
添
え
に
し
て
、
若
い
命
を
散
ら
し
た
」
、

し
か
し
西
郷
に
は
「
労
苦
を
し
い
た
民
衆
へ
の
謝
罪
の
心
を
見
出
す

こ
と
は
で
き
な
い
」
（
猪
飼
隆
明
「
西
郷
隆
盛
j

岩
波
新
書
一
九
九
二

年
六
月
二
0
六
頁
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
そ
の
迷
惑
を
掛
け
ら
れ

た
民
衆
の
視
点
を
蓋
花
は
こ
こ
で
確
実
に
捉
え
て
い
る
。

茂
が
こ
っ
そ
り
帰
宅
し
て
上
田
の
父
や
母
は
大
喜
び
す
る
が
、
家

督
相
続
の
二
日
前
に
戻
っ
た
茂
に
猛
は
怒
る
。
そ
し
て
「
家
」
の
論

理
を
展
開
す
る
。

「
助
け
た
い
は
山
々
で
す
が
、
上
田
の
家
名
が
堕
ち
る
堕
ち
ん
の

界
で
す
。
上
田
の
家
か
ら
賊
が
出
た
、
其
れ
は
未
だ
宜
し
い
、
其
賊

が
討
死
も
せ
ず
に
帰
つ
て
来
る
、
其
を
庇
う
、
上
田
の
家
は
賊
に
な

っ
た
も
同
然
で
す
ぜ
。
（
略
）
茂
を
隠
匿
ふ
て
、
其
が
発
露
れ
る
、

（
略
）
茂
所
か
、
阿
爺
阿
母
ま
で
も
罪
に
な
り
ま
す
ぞ
。
（
略
）
萬
々

一
茂
が
懲
役
で
済
む
に
し
た
処
が
家
名
の
汚
れ
は
同
こ
こ
う
し
て

父
も
母
も
猛
に
丸
め
込
ま
れ
る
。

腹
を
切
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
茂
。
「
父
の
顔
、
二
兄
の
顔
、
等

分
に
見
や
り
し
茂
は
、
ほ
ろ
り
と
落
涙
し
て
、
父
の
側
に
う
ち
顛
ふ

母
の
顔
鎚
る
が
如
く
う
ち
ま
も
り
ぬ
。
『
？
』
言
は
ん
と
し
て
言
ひ

得
ず
、
母
が
唇
は
二
た
ぴ
三
た
ぴ
空
し
く
動
き
ぬ
。
母
を
見
つ
め
た

る
猛
が
眼
は
焔
の
如
く
閃
き
ぬ
。
母
は
ぶ
る
／
＼
と
う
ち
戦
ひ
つ
、
‘

「
茂
ー
勘
忍
し
て
お
呉
れ
』
『
阿
母
~
あ
な
た
も
？
」
茂
は
さ
し

俯
き
つ
。
や
、
あ
り
て
、
「
可
愛
が
嶽
で
死
ぬ
の
だ
っ
た
1・
J

突
と

立
つ
て
床
の
間
の
短
刀
取
る
よ
り
早
く
座
に
返
つ
て
、
『
御
免
|
_
』

刀
光
き
ら
り
、
腹
を
跨
け
ば
、
紅
の
血
は
颯
と
行
燈
に
し
ぶ
き
つ
。
」

-10) 

[
（
中
）
の
四
]

茂
は
母
に
期
待
し
た
が
、
母
は
彼
に
応
え
な
か
っ
た
。
家
族
中
が

茂
よ
り
も
家
名
を
重
視
し
た
。
い
い
か
え
れ
ば
家
族
は
茂
と
共
に
生

き
る
こ
と
を
選
択
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
茂
は
行
軍
中
に
隊
の
仲

間
に
棄
て
ら
れ
、
我
が
家
へ
戻
っ
て
家
族
に
棄
て
ら
れ
、
村
人
か
ら

も
棄
て
ら
れ
た
。
助
け
よ
う
と
し
た
の
は
お
菊
と
そ
の
母
だ
け
で
あ
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る
が
、
そ
の
こ
と
を
茂
は
知
ら
な
い
。
「
可
愛
が
嶽
で
死
ぬ
の
だ
っ

た
」
は
、
茂
の
無
念
さ
の
表
象
で
も
あ
る
が
、
仮
に
彼
の
地
で
死
ね

ば
家
族
の
、
母
の
、
家
名
重
視
・
我
が
身
重
視
を
知
ら
ず
に
済
ん
だ

と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
茂
と
家
族
の
関
係
に

は
、
薩
花
と
家
族
の
そ
れ
も
意
識
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

蓋
花
は
、
権
力
者
で
あ
っ
た
西
郷
の
名
誉
は
全
面
的
に
回
復
し
て

も
、
西
南
戦
争
に
関
係
し
た
多
く
の
名
も
無
い
民
は
、
不
条
理
な
内

に
朽
ち
て
い
る
の
だ
と
、
告
げ
て
い
る
。
茂
の
ご
と
く
お
菊
の
愛
と

死
と
い
う
犠
牲
で
、
乙
女
心
を
揺
す
る
も
の
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、

せ
い
ぜ
い
が
「
少
女
子
が
手
向
く
る
四
季
の
野
花
は
墓
前
に
絶
へ
ず
」

と
言
っ
く
ら
い
の
も
の
。
荒
正
人
に
「
冒
頭
の
「
灰
儘
』
は
、
西
南

役
の
時
の
地
方
豪
族
の
悲
劇
を
主
題
に
し
た
物
語
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
む
し
ろ
省
い
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
。
近
代
小
説
で
も
な
い
し
、
何

よ
り
も
自
然
と
人
生
と
い
う
主
題
と
関
係
が
無
い
」
（
「
自
然
と
人
生
」

岩
波
文
庫
版
解
説
二
五
一
頁
）
と
記
さ
れ
て
し
ま
っ
た
作
品
で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
が
そ
う
し
た
単
な
る
物
語
で
な
い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
述

べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

他
者
へ
の
愛
は
、
天
が
万
民
に
与
え
た
〈
自
然
の
も
の
〉
で
、
国

家
が
作
り
上
げ
た
家
の
論
理
に
犯
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
『
自
然

と
人
生
」
の
冒
頭
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
小
説
で
あ
っ
た
と
、
わ
た

く
し
に
は
思
わ
れ
る
。

八
千
代
の
「
脚
本
灰
儘
」
（
発
表
名
は
芹
影
）
は
、
「
歌
舞
伎
j

第
六
十
九
号
付
録
（
序
幕
と
二
幕
）
、
第
七
十
号
本
誌
（
三
幕
）
に
発

表
さ
れ
た
(
-
九
0
六
年
一
月
一
日
及
ぴ
二
月
一
日
発
行
）
。
三
木
竹
二

は
こ
の
脚
本
の
冒
頭
に
「
小
説
を
脚
本
化
せ
る
も
の
、
多
く
が
散
漫

に
し
て
統
一
な
き
為
、
小
説
の
脚
本
化
全
体
を
否
定
す
る
人
さ
え
あ

る
に
到
り
け
る
は
歎
か
は
し
。
左
の
一
編
は
徳
富
薩
花
氏
の
小
説
を

芹
影
女
史
が
三
幕
十
一
ー
ー
場
（
誤
植
か
？
実
際
は
11
場
：
井
上
）
に
脚
色

せ
ら
れ
た
る
も
の
な
る
が
、
能
く
原
作
の
急
所
を
押
へ
て
些
か
の
冗

な
く
弛
緩
な
く
、
然
も
場
面
の
配
置
人
物
の
出
入
り
ま
で
周
到
な
る

注
意
を
彿
ひ
て
筆
を
下
さ
れ
た
る
は
感
ず
べ
く
向
後
此
種
の
作
を
な

す
も
の
の
為
に
好
模
範
を
示
さ
れ
た
り
と
い
ふ
も
過
褒
に
は
あ
ら
ざ

る
べ
し
」
と
序
文
を
書
い
た
。
竹
二
の
評
は
た
し
か
に
「
過
褒
」
で

は
な
く
、
続
編
の
掲
載
さ
れ
た
七
十
号
に
、
「
本
誌
に
対
す
る
世
評
」

欄
で
、
大
阪
毎
日
新
聞
の
「
芹
影
女
史
の
脚
本
灰
熾
（
徳
富
蓋
花
子

の
短
篇
小
説
で
青
山
白
雲
中
に
収
め
て
あ
る
優
篇
を
脚
色
し
た
も
の
）
は
、

注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
（
略
）
未
完
の
作
な
が
ら
女
史
が
斯
か

る
好
い
も
の
を
敢
て
脚
本
に
し
た
の
は
眼
の
着
け
処
が
好
い
。
歌
舞

伎
が
斯
う
い
ふ
新
脚
本
を
収
め
る
の
は
喜
ば
し
い
。
（
不
二
行
者
）
」

と
い
う
評
価
が
す
ぐ
出
た
ほ
ど
だ
っ
た
。
同
時
代
評
ば
か
り
で
な
く
、

後
年
、
秋
庭
太
郎
も
八
千
代
の
脚
本
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

八
千
代
の
脚
色
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当
時
の
脚
本
と
し
て
は
、
舞
台
技
巧
も
新
し
く
、
且
つ
は
実
際

的
で
あ
り
、
作
全
体
が
緻
密
で
、
各
場
と
も
刺
的
緊
迫
を
と
も

な
ひ
、
而
も
な
ほ
原
作
の
詩
趣
を
失
っ
て
ゐ
な
い
。
素
朴
に
し

て
要
を
得
た
筆
致
は
、
そ
の
後
の
兄
薫
の
戯
曲
と
似
て
ゐ
る
。

二
幕
目
二
場
の
上
田
の
離
家
の
場
の
幕
切
れ
、
茂
が
「
あ
ヽ
‘

可
愛
が
嶽
で
死
ぬ
の
だ
っ
た
1
・
」
と
落
涙
す
る
あ
た
り
ま
で
の

迫
力
的
な
描
写
や
、
同
三
場
夢
の
場
に
於
け
る
前
髪
立
、
振
分

髪
の
幼
年
時
代
の
茂
、
お
菊
の
可
憐
さ
、
微
か
に
緩
や
か
な
ワ

ル
ツ
の
調
を
ピ
ヤ
ノ
を
使
っ
て
の
春
の
野
の
叙
情
味
、
ま
こ
と

に
脚
色
者
の
手
際
で
あ
る
。
総
体
に
新
派
悲
劇
的
な
或
は
セ
ン

チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
か
ら
脱
し
て
ゐ
て
確
か
り
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
脚
光
を
浴
び
ず
に
了
っ
た
や
う
で
あ
る
が
、
現
代
に
お
い

て
も
尚
、
演
出
慾
を
そ
A

る
好
脚
本
（
略
）
「
灰
儘
」
は
小
説

劇
流
行
時
代
に
於
け
る
小
説
劇
化
台
本
中
屈
指
の
好
脚
本
で
あ

っ
た
。

以
下
、
脚
本
を
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
登
場
人
物
だ
が
、

八
千
代
脚
色
で
は
上
田
三
兄
弟
の
父
親
は
「
留
守
」
で
登
場
し
な
い
。

猛
の
家
長
意
識
を
鮮
明
に
す
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
が
こ
れ
に
つ
い

て
は
後
に
触
れ
る
。
幕
は
三
幕
十
一
場
、
序
幕
が
三
場
~
「
可
愛

が
嶽
の
山
路
」
、
②
「
そ
の
谷
間
」
、
③
「
菊
の
畦
道
」
で
、
①
は
原

作
の
（
上
）
の
一
、
た
だ
し
日
付
が
九
月
一
七
日
で
一
ヶ
月
あ
と
、

②
は
原
作
の
（
上
）
の
二
、
③
は
原
作
の
（
中
）
の
二
に
あ
た
る
。

序
幕
の
初
め
に
、
逃
げ
る
薩
摩
軍
と
追
う
官
軍
が
登
場
、
谷
へ
落

ち
た
茂
を
仲
間
が
棄
て
て
い
く
ま
で
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
時
期
的

に
は
日
清
・
日
露
の
戦
争
で
戦
争
劇
が
流
行
し
た
そ
の
直
後
で
あ
る

か
ら
、
銃
声
の
音
や
軍
隊
の
出
入
り
は
現
実
感
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ

-g 

ろ
う
。
し
か
し
「
旧
式
」
に
み
ら
れ
る
幕
開
き
や
終
り
の
木
や
竹
本

（
音
曲
：
井
上
）
は
な
く
、
銃
声
が
聞
こ
え
る
の
み
。
二
場
も
同
様

で
谷
間
の
「
黎
明
」
ら
し
く
虫
の
音
で
場
面
が
変
り
、
時
々
聞
こ
え

る
戦
い
の
声
や
風
の
音
、
さ
ら
に
は
茂
を
見
つ
け
た
官
軍
の
銃
の
音

な
ど
、
効
果
音
以
外
指
定
は
な
い
。
三
場
で
も
同
様
で
百
姓
が
追
分

節
を
歌
い
な
が
ら
登
場
す
る
。
こ
の
場
で
茂
と
猛
、
お
菊
な
ど
の
関

係
、
上
田
の
家
の
様
子
な
ど
が
百
姓
た
ち
か
ら
話
さ
れ
る
。
最
後
は

長
兄
覚
が
猛
に
茂
の
帰
宅
を
告
げ
て
幕
。
こ
こ
も
「
入
相
の
鐘
」

（
夕
方
の
鐘
：
井
上
）
と
今
後
の
不
吉
さ
を
予
測
す
る
よ
う
な
「
烏

の
声
」
で
終
わ
る
。

江
戸
時
代
の
か
ぶ
き
を
西
洋
の
よ
う
な
劇
に
「
改
良
す
る
」
こ
と

合
2
)

を
当
初
目
指
し
て
い
た
演
劇
改
良
は
、
〈
明
治
〉
も
三

0
年
を
過

ぎ
る
と
か
ぶ
き
で
は
な
く
、
新
し
く
登
場
し
た
新
演
劇
が
専
ら
「
改

良
」
を
我
が
目
的
と
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
「
改
良
」
は
、

「
新
し
さ
」
あ
る
い
は
「
現
代
的
」
「
新
式
」
の
意
に
な
っ
た
。
八
千

代
の
脚
色
も
そ
の
「
改
良
」
の
意
を
汲
ん
だ
「
新
式
」
な
も
の
で
あ

っ
た
。
秋
庭
太
郎
の
一
文
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
特
に
二
幕
目
に
は
八
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千
代
脚
本
の
特
色
が
現
れ
て
い
る
。

二
幕
は
、
お
菊
の
家
（
原
作
中
の
一
）
、
上
田
の
離
れ
（
中
の
四
）
、

夢
（
中
の
三
の
子
供
時
代
の
み
利
用
し
た
八
千
代
の
創
作
と
い
っ
て
い
い
：

井
上
）
、
茂
の
墓
（
八
千
代
の
創
作
）
の
四
場
で
、
こ
の
脚
本
の
頂
点

い
わ
ゆ
る
「
劇
的
危
機
」
の
幕
に
な
っ
た
。
（
中
）
の
二
を
序

幕
に
入
れ
た
こ
と
で
原
作
の
散
漫
な
部
分
が
カ
ヴ
ァ
さ
れ
、
「
劇
」

が
凝
縮
さ
れ
た
。

八
千
代
は
劇
評
で
も
具
体
的
で
映
像
が
浮
か
び
や
す
い
評
を
か
い

て
い
る
。
特
に
衣
装
に
注
文
が
多
い
が
、
卜
書
き
も
か
な
り
具
体
的

で
あ
る
。
二
幕
一
場
の
卜
書
き
を
部
分
的
に
引
い
て
み
よ
う
。

上
下
共
竹
薮
に
囲
ま
れ
た
る
一
軒
家
。
（
略
）
間
の
中
に
囲

炉
裏
を
切
り
、
自
在
鍵
に
薬
缶
を
掛
け
、
そ
の
前
に
お
と
み
、

五
十
前
後
、
半
白
の
櫛
巻
、
し
や
ツ
き
り
と
し
た
寡
婦
姿
。
封

側
に
娘
お
菊
、
年
十
六
、
黒
繍
子
の
襟
か
け
た
る
縞
柄
好
き
手

織
り
木
綿
の
袷
、
同
じ
く
粗
き
縞
の
前
掛
、
バ
サ
／
＼
の
銀
杏

返
し
に
切
を
掛
け
、
管
を
差
す
。
二
重
瞼
の
可
愛
ら
し
き
中
に

も
何
と
な
く
淋
し
き
風
情
あ
り
て
、
人
の
眼
を
引
く
容
姿
。

（
略
）
有
明
の
光
を
便
り
に
忍
び
や
か
な
る
物
語
の
最
中
。

(
「
歌
舞
伎
』
六
十
九
号
付
録
九
ー
十
頁
）

こ
の
場
の
最
後
に
百
姓
萬
平
が
茂
の
帰
宅
を
告
げ
に
き
て
、
母
お

と
み
は
「
お
菊
待
っ
て
居
な
さ
い
、
阿
槌
さ
ん
が
伯
舟
さ
ん
に
逢
う

て
、
都
合
に
寄
っ
た
ら
、
茂
さ
ん
は
此
処
へ
連
れ
て
来
よ
う
。
羽
織

を
出
し
て
お
呉
れ
。
」
と
上
田
に
行
く
。
舞
台
は
回
っ
て
「
上
田
の

離
れ
」
。
こ
こ
で
猛
と
母
が
茂
の
命
に
つ
い
て
話
し
合
う
、
と
い
う

よ
り
猛
が
家
の
名
を
理
由
に
し
て
死
を
要
求
す
る
。
母
の
お
由
が

「
だ
が
の
阿
父
さ
ん
も
御
留
守
な
り
…
…
」
と
逃
げ
れ
ば
、
猛
は
父

が
留
守
で
あ
る
か
ら
、
「
其
筋
の
手
が
這
入
り
易
い
」
「
家
中
縛
ら
れ

な
け
り
や
な
」
ら
な
い
。
「
阿
父
さ
ん
は
御
留
守
で
も
、
最
う
私
が

家
督
と
定
つ
と
る
上
、
覚
さ
ん
も
承
知
な
の
で
す
か
ら
、
」
と
母
に

迫
る
。
し
か
も
母
の
返
事
―
つ
で
家
名
が
落
ち
る
か
上
る
か
だ
と
一
―

者
択
一
を
示
す
。

猛
は
常
日
頃
は
覚
に
命
令
ば
か
り
し
て
い
な
が
ら
、
こ
う
し
た
判

断
の
場
で
は
賛
同
者
と
し
て
そ
の
存
在
を
重
視
す
る
。

猛
の
狡
猾
さ
が
よ
く
表
現
さ
れ
る
場
に
な
っ
て
い
る
が
、
父
の
不

在
が
そ
れ
を
さ
ら
に
際
立
た
せ
た
。
不
在
は
劇
的
効
果
を
あ
げ
て
い

る
が
、
た
だ
、
父
が
い
た
ら
死
な
ず
に
済
ん
だ
か
も
知
れ
な
い
と
い

う
解
釈
、
一
種
の
留
保
も
可
能
に
な
り
、
茂
に
死
を
迫
っ
た
家
族
全

員
の
罪
を
父
が
逃
れ
る
と
い
う
読
み
を
生
む
危
険
が
と
も
な
う
。

母
お
由
の
対
応
も
原
作
と
若
干
変
え
て
い
る
。
猛
は
、
無
言
で
返

事
を
し
な
い
母
を
無
視
し
て
覚
に
茂
を
呼
び
に
行
か
せ
る
。
そ
し
て

茂
に
対
す
る
母
の
最
期
の
セ
リ
フ
が
、
原
作
は
「
茂
堪
忍
し
て

お
く
れ
」
で
あ
っ
た
が
、
「
許
し
て
お
呉
れ
！
」
と
母
親
に
謝
罪
さ
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せ
た
。
「
旧
式
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
「
堪
忍
し
て
」
よ
り
「
許
し

て
」
の
方
が
や
は
り
「
新
式
」
で
、
母
の
哀
し
み
が
伝
わ
る
。
こ
の

場
の
幕
切
れ
も
異
な
り
（
傍
線
部
分
）
、
一
茂
は
留
め
か
ね
た
る
涙
ハ

ラ
／
＼
と
。
や
が
て
眼
を
反
ら
し
て
床
の
間
の
大
小
に
心
づ
き
、
茂
゜

（
絶
望
の
口
調
）
『
あ
A

可
愛
が
嶽
で
死
ぬ
の
だ
ツ
た
！
』
突
と
立
ち

上
が
り
、
床
の
間
の
短
刀
を
取
る
よ
り
早
く
座
に
帰
り
て
、
茂
る
。

「
御
免
！
』
刀
光
き
ら
り
、
腹
を
勢
け
ば
、
紅
の
血
颯
と
行
燈
に
し

ぶ
く
。
暗
転
」
と
な
る
。
暗
転
に
わ
ざ
わ
ざ
ダ
ー
ク
チ
ェ
ン
ジ
と
ル

ビ
を
付
け
て
い
る
の
も
「
新
式
」
だ
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
・
・
・

0

＿
―
-
場
の
「
夢
」
は
「
舞
台
一
面
、
春
の
野
」
で
八
歳
の
お
菊
と
十

歳
の
茂
、
十
八
歳
の
覚
、
十
四
歳
の
猛
が
登
場
、
「
総
て
無
言
な
れ

ば
充
分
形
を
附
く
る
要
あ
り
」
と
い
う
卜
書
き
が
あ
る
よ
う
に
、
一

種
の
「
黙
劇
」
に
な
っ
て
い
る
。
バ
ッ
ク
に
流
れ
る
音
楽
は
ワ
ル
ツ

の
調
べ
で
「
ピ
ヤ
ノ
を
用
ふ
」
。
子
供
時
代
の
四
人
の
関
係
が
描
か

れ
る
場
で
、
茂
が
死
ん
だ
後
に
美
し
く
、
可
愛
げ
な
場
が
来
て
、
し

か
も
猛
の
憎
し
み
が
子
供
時
代
か
ら
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
し
ら
せ

る
の
も
見
事
な
設
定
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
場
は

四
場
に
続
き
、
お
菊
が
茂
の
墓
の
前
で
み
た
夢
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

幕
切
れ
は
以
下
の
如
く
「
お
菊
、
ハ
ッ
と
し
て
眼
を
覚
し
、
見
回
す

前
に
悲
し
き
墓
標
、
又
新
し
く
迫
る
涙
を
呑
み
て
、
し
を
／
＼
と
水

を
捧
ぐ
。
木
な
し
に
て
静
か
に
幕
。
」

三
幕
は
、
「
上
田
の
厨
」
（
原
作
下
の
一
）
、
「
お
由
の
居
間
」
（
下

の
二
）
、
「
再
び
茂
の
墓
」
（
下
の
一
、
三
、
四
を
題
材
に
し
た
創
作
）
、

「
路
傍
」
（
下
の
三
の
部
分
と
創
作
）
に
分
か
れ
る
。
三
場
、
茂
の
墓
の

前
で
お
菊
は
狂
い
叫
ぶ
「
ア
レ
阿
母
さ
ん
ー
・
放
し
て
下
さ
い
、
ハ
イ
、

ハ
イ
、
今
参
り
ま
す
、
阿
母
さ
ん
、
ア
レ
ー
、
茂
さ
ん
と
伯
母
さ
ん

が
皆
に
い
ぢ
め
ら
れ
て
。
伯
母
さ
ん
、
早
く
逃
げ
て
入
ら
ツ
し
や
い
、

ア
レ
茂
さ
ん
が
危
い
、
危
い
。
（
身
を
悶
ふ
）
」
、
こ
の
あ
た
り
は
定
番

の
狂
女
の
さ
ま
で
あ
る
が
、
茂
と
そ
の
母
を
救
お
う
と
し
て
い
る
の

は
、
先
の
場
の
「
許
し
て
お
呉
れ
」
と
呼
応
す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

そ
し
て
お
菊
は
墓
場
で
自
刃
す
る
。
火
事
を
逃
れ
て
母
を
背
負
っ
た

覚
が
通
り
お
菊
の
死
を
知
る
。

八
千
代
は
茂
に
死
を
迫
っ
た
罪
を
ど
う
や
ら
猛
一
人
に
向
け
よ
う

と
し
て
い
る
ら
し
い
。
同
調
し
た
覚
は
「
独
活
の
大
木
」
ゆ
え
に
罪

は
問
わ
れ
な
い
。
父
の
不
在
、
母
の
許
し
の
こ
と
ば
の
必
然
が
こ
こ

で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
上
、
八
千
代
は
さ
ら
に
大
胆
な
幕
切
れ

を
用
意
す
る
。

甚
。
旦
那
、
人
の
怨
み
は
恐
ろ
し
い
事
で
ム
り
ま
す
な
ア
。

猛
無
言
に
、
又
上
手
へ
行
き
掛
る
を
、
村
の
者
心
附
き
て
、
取
り

囲
む
。
入
れ
代
つ
て
下
手
よ
り
甚
平
シ
ッ
カ
リ
と
手
絹
を
離
さ
ず
、

甚
。
日

l

那
、
命
が
惜
し
く
ば
、
こ
の
儘
こ
の
村
を
退
か
ッ
し
や

り
ま
せ
、
そ
で
な
い
時
に
は
此
人
数
ぢ
や
、
辿
も
敵
ふ
事
で
は

ム
り
ま
せ
ぬ
ぞ
。
（
略
）
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四 猛
。
（
馬
を
乗
り
捨
て
、
大
地
に
座
り
）
ム
ム
ム
灰
儘
！
（
絶
望
の

思
い
入
れ
）
灰
儘
！

村
の
者
大
勢
、
提
灯
を
掲
げ
て
、
大
き
く
猛
を
囲
む
。
甚
平
上

手
に
馬
を
抑
へ
た
る
形
、
段
々
に
半
鐘
を
か
す
め
て
幕
。
（
「
歌

舞
伎
』
七
十
号
三
ニ
ー
＝
―

I

l

l

頁）

弟
茂
を
死
に
追
い
や
っ
た
罪
ー
ー
＇
母
の
嘆
き
、
お
菊
の
自
刃
、
家

の
崩
壊
を
連
鎖
し
た
1

そ
れ
は
民
衆
が
許
さ
な
い
、
と
で
も
い
う

よ
う
に
猛
を
村
人
に
取
り
囲
ま
せ
て
幕
に
し
た
。
薩
花
の
原
作
に
あ

っ
た
〈
民
の
視
点
〉
は
、
八
千
代
の
脚
色
で
は
か
よ
う
に
生
か
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
八
千
代
に
反
権
力
の
思
想
が
あ
っ
た
と

は
思
わ
れ
な
い
か
ら
、
幕
切
れ
の
発
想
は
か
ぶ
き
の
悪
人
を
捕
え
る

場
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
推
測
さ
れ
る
。
が
、
し
か
し
こ
れ
は
十
二
分

に
「
新
式
」
で
読
み
取
れ
る
斬
新
な
幕
切
れ
に
な
っ
た
。

次
な
る
飛
躍
ヘ

「
灰
儘
」
の
脚
色
は
、
八
千
代
が
そ
れ
ま
で
劇
評
で
培
っ
て
き
た

「
劇
」
に
対
す
る
批
判
的
視
点
を
実
践
に
移
す
好
機
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
脚
色
ゆ
え
に
原
作
に
縛
ら
れ
て
自
由
な
飛
躍
は
限
ら
れ
て

い
る
が
、
同
時
代
の
戯
曲
の
中
に
置
い
た
時
、
「
改
良
」
を
意
図
し

た
「
新
し
い
」
作
品
を
作
り
上
げ
た
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
翌
年

(
1
)

八
千
代
の
初
め
て
の
劇
評
に
つ
い
て
三
木
竹
二
は
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。
（
「
歌
舞
伎
」
第
三
十
六
号
一
九
0
三
年
五
月
一
日
発
行
）

に
よ
し
ぐ
う

青
々
園
君
が
予
て
劇
評
に
は
画
家
と
女
性
を
加
へ
る
必
要
が
あ
る
、
と

い
つ
て
居
ら
れ
た
が
、
（
略
）
女
性
で
は
僅
に
真
如
氏
一
人
で
あ
っ
た
処
、

今
度
芹
影
女
史
の
寄
稿
に
接
し
、
そ
の
観
察
の
女
性
で
な
く
て
は
出
来

難
い
処
の
あ
る
を
見
て
、
如
何
に
も
面
白
く
感
じ
た
。
女
史
は
国
文
に

長
じ
て
そ
の
小
品
は
雑
誌
万
年
草
に
載
つ
て
居
る
。
か
く
の
如
き
素
養

あ
る
女
性
が
向
後
も
劇
壇
に
向
つ
て
、
折
々
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
の
は
、

注 紅
葉
の
「
西
洋
娘
気
質
」
を
脚
色
し
、
戯
曲
の
「
習
作
」
を
書
く
の

は
六
年
後
に
（
「
青
鞘
』
一
九
ー
ニ
年
）
な
る
。

そ
の
間
、
八
千
代
は
長
編
小
説
を
書
き
出
す
。
薩
花
・
紅
葉
と
ス

ト
リ
ー
・
テ
ー
ラ
ー
の
作
品
に
触
れ
た
こ
と
も
一
因
に
な
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。
注
4
で
引
い
た
が
新
演
劇
の
俳
優
を
主
人
公
に

し
た
『
新
緑
」
上
・
下
、
た
ち
ば
な
の
歌
を
歌
う
薄
幸
の
少
女
を
主

人
公
に
し
た
メ
ロ
ド
ラ
マ
風
な
『
黄
橙
」
、
田
舎
の
画
家
志
望
の
青

年
を
主
人
公
に
し
た
「
恐
怖
j

（
水
野
書
店
一
九
0
九
年
九
月
）
な
ど

が
そ
れ
で
、
こ
の
間
に
も
劇
評
や
短
編
小
説
を
発
表
し
て
い
る
。
流

行
作
家
な
み
の
多
忙
な
日
常
が
、
結
婚
直
後
の
八
千
代
と
三
郎
助
の

生
活
に
い
か
よ
う
に
作
用
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
八
千
代
の
作

品
に
ど
う
反
映
し
た
の
か
は
、
今
後
見
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
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極
め
て
興
味
あ
る
こ
と
だ
と
思
ふ
か
ら
、
（
略
）
（
引
用
中
、
適
宜
旧
漢
字
は

新
字
し
、
送
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
以
下
、
本
稿
の
引
用
は
こ
れ
に
倣
う
。
）

(
2
)

わ
た
く
し
は
一
九
九
五
年
頃
か
ら
岡
田
八
千
代
の
研
究
・
調
査
を
始

め
て
い
る
。
著
作
年
表
の
作
成
は
一
九
九
八
年
か
ら
研
究
助
手
を
し
て

く
れ
た
、
当
時
、
共
立
女
子
大
学
大
学
院
生
で
あ
っ
た
堤
・
成
田
・
長

谷
川
の
三
氏
に
依
頼
し
調
査
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
成
果
は
①
明
治
期
、

「
岡
田
八
干
代
著
作
年
表
」
堤
佳
子
・
成
田
真
貴
•
長
谷
川
浩
子
作
成

「
日
本
近
代
演
劇
史
研
究
会
会
報
」

17
号
一
九
九
九
年
五
月
二
五
日

発
行
、
②
大
正
期
、
成
田
真
貴
•
長
谷
川
浩
子
作
成
同
会
報

1
9号

二
0
0
0年
五
月
二
五
日
発
行
、
③
昭
和
期
、
長
谷
川
浩
子
作
成
（
協

カ
北
村
葉
子
・
冨
士
原
和
代
・
瀬
尾
紘
美
）
同
会
報
22
号

二

0
0
二
年

十
一
月
ニ
―
日
発
行
、
に
発
表
し
た
。
現
在
、
大
阪
大
学
大
学
院
博
士

課
程
に
在
学
中
の
長
谷
川
浩
子
は
、
ラ
ジ
オ
・
ド
ラ
マ
を
調
査
し
て
く

れ
て
い
る
。
彼
女
達
の
協
力
に
は
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

尚
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究

(
C
)
の
助
成
に
基
づ
く
研
究

の
成
果
の
―
つ
で
あ
る
。
．

(
3
)

稲
垣
達
郎
「
岡
田
八
干
代
女
史
の
作
品
」
「
明
日
香
」
第
八
巻
第
二

号
一
九
四
五
年
二
月
号
、
の
ち
「
近
代
日
本
文
学
の
風
貌
」
未
来
社
一

九
五
七
年
九
月
刊
所
収
、
タ
イ
ト
ル
は
「
岡
田
八
千
代
」
に
な
り
、
若

干
文
章
が
変
り
、
新
か
な
づ
か
い
に
な
っ
て
い
る
。
引
用
は
後
者
。

(
4
)
一
九
〇
六
年
四
月
刊
の
初
め
て
の
小
説
集
「
門
の
草
」
（
如
山
堂
書
店
）
、

同
年
―
二
月
刊
の
「
新
緑
」
上
（
堺
屋
書
店
）
、
翌
一
九

0
七
年
七
月
刊

の
『
新
緑
」
下
（
金
尾
文
淵
堂
）
は
小
山
内
八
干
代
。

一
九

0
八
年
―
二
月
刊
の
「
黄
橙
」
（
春
陽
堂
）
は
岡
田
八
千
代

（
「
此
の
書
を
母
上
に
捧
ぐ
」
と
扉
に
あ
る
）
。

(
5
)

本
郷
座
の
劇
評
「
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
悲
恋
」
（
「
歌
舞
伎
」

54
号
一

九
0
四
年
一

0
月
一
日
）
な
ど
は
全
て
会
話
体
で
、
「
ア
、
此
名
題
は
ね

「
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
の
悲
恋
」
と
言
ふ
の
よ
、
何
だ
か
恐
ら
し
い
わ
ね

ホ
、
、
。
エ
？
夫
ぢ
や
此
芝
居
の
人
物
の
中
に
は
同
情
を
寄
せ
る
人
が

無
い
つ
て
言
ふ
の
？
」
と
、
い
う
よ
う
に
始
ま
る
。

(
6
)
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
不
如
帰
」
に
つ
い
て
は
、
江
種
満
子
•
井
上
理
恵

編
著
『
20
世
紀
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
読
み
解
く
」
（
学
芸
書
林
二
0
0
1

年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
7
)

蓋
花
の
前
文
「
奮
く
ひ
、
銹
く
さ
り
、
盗
う
が
ち
て

1
ー
以
下
略
」

は
、
「
聖
書
』
の
訳
に
よ
っ
て
若
干
受
取
り
方
も
異
な
る
が
、
手
許
に

あ
る
二
つ
の
訳
を
引
い
て
お
こ
う
。

マ
テ
オ

6

「
天
の
宝
」

I

「
自
分
の
た
め
に
、
こ
の
世
に
、
宝
を
つ

ん
で
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
し
み
と
虫
と
が
く
い
、
盗
人
が
穴
を
あ

け
て
、
盗
み
出
す
。
あ
な
た
た
ち
は
、
自
分
の
た
め
に
、
天
に
宝
を
つ

め
。
そ
こ
で
は
、
し
み
も
虫
も
つ
か
ず
、
盗
人
が
穴
を
あ
け
て
、
盗
み

出
す
こ
と
も
な
い
。
あ
な
た
の
宝
の
あ
る
所
に
は
、
あ
な
た
の
心
も
あ

る
」
（
「
新
約
聖
書
」
ド
ン
・
ポ
ス
コ
社
一
九
六
五
年
七
月
）

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
第
六
章
「
あ
な
た
が
た
は
自
分
の
た
め
に
、

虫
が
食
い
、
さ
び
が
つ
き
、
ま
た
、
盗
人
ら
が
押
し
入
っ
て
盗
み
出
す

よ
う
な
地
上
に
、
宝
を
た
く
わ
え
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
自
分
の
た

め
、
虫
も
食
わ
ず
、
さ
ぴ
も
つ
か
ず
、
ま
た
、
盗
人
ら
が
押
し
入
っ
て

盗
み
出
す
こ
と
も
な
い
天
に
、
宝
を
た
く
わ
え
な
さ
い
。
あ
な
た
の
宝

の
あ
る
所
に
は
、
心
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
『
口
語
新
約
聖
書
」
日
本

聖
書
協
会
発
行
一
九
五
四
年
三
月
）

後
者
は
わ
か
り
や
す
い
。
こ
の
部
分
は
考
え
よ
う
で
は
教
会
に
寄
付
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を
し
な
さ
い
と
い
う
よ
う
に
受
取
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
難
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
8
)

早
稲
田
大
学
中
央
図
杏
館
所
蔵
の
『
自
然
と
人
生
』
は
五
種
あ
っ
た
。

①
初
版
本
は
復
刻
版
。
②
「
明
治
三
十
三
年
八
月
十
五
日
印
刷
」
「
明

治
三
十
三
年
八
月
十
八
日
発
行
」
「
明
治
三
十
八
年
五
月
十
日
十
九
版

印
刷
発
行
」
と
あ
る
19
版
で
、
こ
れ
は
本
文
で
引
い
た
、

14
版
と
体
裁

も
発
行
者
•
印
刷
者
・
印
刷
所
•
発
行
所
も
全
く
同
じ
で
、
前
文
も
蓋

花
の
一
文
も
な
い
。
（
マ
イ
ク
ロ
）
③
「
明
治
三
十
三
年
八
月
十
五
日
印

刷
」
（
発
行

H
は
同
上
ゆ
え
省
略
）
「
明
治
四
卜
年
七
月
十
一
日
二
十
八

版
印
刷
発
行
」
の

28
版
は
、
か
な
り
痛
ん
で
い
る
が
、
表
紙
の
タ
イ
ト

ル
が
左
端
に
縦
書
き
で
あ
り
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩
も
な
く
、
前
文
も
、

厳
化
の
一
文
も
な
い
。
奥
付
は

14
版
19
版
と
同
じ
だ
が
、
「
自
然
と
人

生
奥
付
」
の
部
分
に
二
重
カ
ギ
や
横
線
が
な
い
。
（
マ
イ
ク
ロ
）
④
柳
田

泉
文
庫
「
明
治
三
十
＿
一
一
年
八
月
十
五
日
印
刷
」
（
発
行
日
同
上
ゆ
え
省
略
）

「
大
正
元
年
九
月
二
六
日
八
十
二
版
発
行
」
と
い
う
82
版
で
、
こ
れ
も

こ
れ
ま
で
の
も
の
同
様
に
就
花
の
一
文
も
、
聖
書
の
前
文
も
な
い
。
中

罪
は
隙
い
青
緑
、
「
著
者
徳
富
健
次
郎
」
付
き
。
⑤
柳
田
泉
文
庫

「
明
治
三
十
―
―
一
年
八
月
十
五
日
初
版
印
刷
」
「
明
治
三
十
三
年
八
月
十
八

日
初
版
発
行
」
「
大
正
六
年
六
月
六
日
百
阻
十
六
版
発
行
」
の

146
版
も

同
様
に
な
い
。
「
芳
者
徳
富
健
次
郎
」
あ
り
。

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
む
し
ろ
聖
粛
の
前
文
附
き
の
『
自
然
と
人
生
」

の
方
が
特
種
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
念
の
た
め
巌
花
研
究
者
に

伺
っ
た
が
、
前
文
の
無
い
初
版
お
よ
び
そ
の
後
の
版
の
存
在
を
ご
存
知

な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
い
か
な
る
理
由
で
落
と
し
た
の
か
、
あ
る
い
は

落
ち
た
の
か
、
不
分
明
で
あ
る
し
、
私
も
型
僻
前
文
な
し
の
初
版
を
見

た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
明
言
は
で
き
な
い
が
、
著
者
蓋
花
生
存
中
の
著

者
名
入
り
版
に
も
つ
い
て
な
く
、

150
版
に
近
い
版
を
重
ね
て
い
る
も
の

全
て
に
聖
書
は
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
に
あ
ま
り
執
着
す
る
必
要
は
な

い
と
判
断
し
た
。
尚
、
国
立
国
会
図
書
館
、
束
京
都
中
央
図
書
館
、
横

浜
中
央
図
瞥
館
、
神
奈
川
県
立
図
書
館
に
も
初
版
は
な
い
。

(
9
)

本
稿
は
、
一
九
九
九
年
―
二
月
一
八
日
に
「
岡
田
八
千
代
研
究
ノ
ー

卜
①
」
と
題
し
て
、
日
本
文
学
協
会
部
会
、
新
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評

の
会
で
発
表
、
さ
ら
に
論
を
練
り
直
し
て
二

0
0
二
年
五
月
二
六
日
に

日
本
演
劇
学
会
春
季
大
会
で
（
「
女
性
劇
作
家
の
パ
イ
オ
ニ
ア
岡
田
八
千
代

の
初
期
作
品
を
め
ぐ
っ
て
」
）
、
口
頭
発
表
し
た
も
の
で
、
ほ
ぽ
後
者
の
発

表
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
学
会
発
表
時
、
質
間
に
た
た
れ
た
み
な
も
と

ご
ろ
う
氏
が
発
言
さ
れ
た
。

(10)

引
川
は
初
出
か
ら
引
く
。
「
国
民
新
聞
』
了
几

0
0
年
三
月
九
日
号
、

な
お
紙
輻
の
都
合
上
改
行
は
詰
め
た
。

(11)

秋
庭
太
郎
「
日
本
新
劇
史
」
下
理
想
社
一
九
五
六
年
初
版
一

九
七
ご
竺
一
月
再
版
―
―

-
0
頁

(12)

八
千
代
は
劇
評
で
歌
舞
伎
的
な
表
現
の
演
技
や
装
置
な
ど
を
「
旧
式
」

と
評
し
て
い
た
。

(13)

河
竹
登
志
夫
氏
を
は
じ
め
多
く
の
先
学
が
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、

政
府
の
介
人
に
よ
る
演
劇
改
良
は
、
一
八
七
一
一
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
文
化
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
で
の
改
良
ブ
ー
ム
に
な
っ
て

い
く
の
は
、
西
南
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
、
政
府
肝
い
り
の
演
劇
改

良
会
は
一
八
八
六
年
に
設
立
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
西
洋
劇
場
の
建
設
、

竹
本
の
廃
止
、
女
形
の
廃
止
、
勧
善
懲
悪
を
や
め
て
「
美
術
」
（
芸
術
性

•
•
井
上
）
の
重
視
、
脚
本
の
重
視
等
々
が
叫
ば
れ
た
。
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